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分離技術国際会議
ICSST08
The 8th International Conference

on Separation Science and Technology
━ 開催のご案内と論文の募集 ━

会期：２００８年１０月２日（木）～ ５日（日） 
会場：軽井沢　日本大学研修所
共催：分離技術会・韓国化学工学会

協賛：化学工学会・高分子学会・石油学会・日本吸着学会
日本海水学会・日本熱物性学会・日本プロセス化学会

日本膜学会・日本溶媒抽出学会

重要な日程

２００８年５月３０日 論文発表申し込みおよびAbstract 締め切り

２００８年７月３１日 論文提出締め切り


分 離 技 術 会
The Society of Separation Process Engineers, Japan

107-0051 東京都港区元赤坂１－５－１１
TEL 03-3404-6468  FAX 03-3405-9769

E-mail address: jimu@sspej.gr.jp
Home Page: http://www.sspej.gr.jp
第８回分離技術国際会議のご案内

実行委員会 委員長　日　秋　俊　彦
日本と韓国の分離技術に関する研究者が，相互の研究の発展と交流を深めることを目的として，日本側は分離技術会，韓国側は韓国化学工学会の共催で，1987年に第１回日韓合同分離技術シンポジウムが開催されました。第１回シンポジウムは韓国の慶州で開かれ，蒸留，晶析，吸着および固液分離の４つのセッションで約100件の論文発表がありました。その後，３年おきに日韓合同分離技術シンポジウムを開催することが決定され，分野も吸収，抽出，膜分離および相平衡のセッションを加えて８セッションに拡大されて，第２回シンポジウム(1990年)，第３回シンポジウム(1993年)がソウルで開催されました。初めて日本で開催されたのが第４回シンポジウム(1996年)であり，東京（早稲田大学）が会場となりました。これまでの開催地は以下のとおりです。
「日韓合同分離技術シンポジウム」としてスタートした本会議は，第7回（2005）の日韓両実行委員長によって，日本と韓国の研究者・技術者による交流の場にとどまることなく，よりグローバルな国際会議に発展させたいという提案がなされ，会議名を「日韓合同分離技術国際会議」とあらためられました。今回の学会開催にあたっては，日韓の委員の間ではさらに名称について検討され，「分離技術国際会議」と改名されております。また，これまで分離技術にかかわる８つのセッションを設けておりましたが，社会のニーズに応えるべく，新たに応用分野のセッションを設ける事になりました。
今回は開催地も東京から，日本を代表するリゾート地「軽井沢」へと場所を変え，これまでとは異なった雰囲気で，充実した国際会議を開催いたします。以下にその概要をご案内いたしますので，多くの皆様のご発表ならびにご参加をお待ち申し上げております。
なお，研究発表および参加をご希望される方は分離技術会のホームページよりWeb siteにて申し込みください。
2008年4月
【分離技術国際会議これまでのあゆみ】
1987年　第１回日韓合同分離技術シンポジウム　　韓国・慶州
1990年　第２回日韓合同分離技術シンポジウム　　韓国・ソウル
1993年　第３回日韓合同分離技術シンポジウム　　韓国・ソウル
1996年　第４回日韓合同分離技術シンポジウム　　日本・東京
1999年　第５回日韓合同分離技術シンポジウム　　韓国・ソウル
2002年　第６回日韓合同分離技術シンポジウム　　日本・東京
2005年　第７回日韓合同分離技術国際会議　　　　韓国・栄州
【第８回分離技術国際会議日程】

10月2日(木)
  9:00    
Pre-conference communication (option)


14:00 - 17:00 
Registration


      
17:00 - 18:00 
Session chairs’meeting


      
18:00 - 20:00 
Welcome reception

10月3日(金)
  9:00 -  9:30
Opening ceremony

 9:30 - 17:00  
Conference (14:00 - Bus Tour)


      
17:30 - 19:30 
Banquet

10月4日(土) 
  9:00 - 17:00 
Conference (14:00 - Bus Tour)

10月5日(日)  
  9:00 - 11:00 
Conference

実行委員会　委員長
     日秋　俊彦(日本大学，t5hiaki@cit.nihon-u.ac.jp)
プログラム委員会　委員長
     平沢　泉(早稲田大学，izumih@waseda.jp)
【セッション・チェア】*オーガナイザー

<Fundamental Sessions>
A: Phase equilibria
*西海英雄(法政大学，nishi@hosei.ac.jp)
  福地賢治(宇部高専)/辻智也(日本大学)/坪井明男(三菱化学㈱)
B: Distillation
*小菅人慈(東京工業大学，hkosuge@chemeng.titech.ac.jp) 
  森秀樹(名古屋工業大学)/松田圭悟(山形大学)/小田昭昌(日本ﾘﾌｧｲﾝ㈱)
C: Gas Absorption 

*小島博光(神奈川工科大学，kojima@chem.kanagawa-it.ac.jp)
  河越幹男(奈良高専)/坂東芳行(日本ﾘﾌｧｲﾝ㈱)/前澤昭禮(静岡大学)
D: Crystallization 

*松岡正邦(東京農工大学，mmatsuok@cc.tuat.ac.jp)
  山本英二(福山大学)/滝山博志(東京農工大学)/大田原健太郎(㈱ｸﾚﾊｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ)
E: Adsorption

*田門肇(京都大学，tamon@cheme.kyoto-u.ac.jp)
  児玉昭雄(金沢大学)/武藤明徳(岡山大学)/浅見圭一(㈱ｱﾄﾞｰﾙ)

F: Membrane Separation

*伊東章(新潟大学，aito@eng.niigata-u.ac.jp)
  野村幹弘(芝浦工業大学)/都留稔了(広島大学) 
G: Extraction

*竹下健二(東京工業大学，takeshit@res.titech.ac.jp)
  庄野厚(東京理科大学)/本間俊司(埼玉大学)/成田弘一(AIST)
H: Fluid-Solid Separation

*松本幹治(横浜国立大学，k.mtmt@chemeng.bsk.ynu.ac.jp)
  入谷英司(名古屋大学)/中村一穂(横浜国立大学)/牧野尚夫(電力中央研究所)
<Application Sessions>

I: Material Processing

*大久保達也(東京大学，okubo@chemsys.t.u-tokyo.ac.jp）
J: Environment and Recycling

*竹下健二(東京工業大学，takeshit@res.titech.ac.jp）

K: Bio-Separation

  *神野英毅(日本大学，h5kohno@cit.nihon-u.ac.jp）
L: Energy and Resources

  *中川紳好(群馬大学，nakagawa@bce.gunma-u.ac.jp）
M: Soft-ware Technology
*佐々木正和(東洋エンジニアリング㈱，sasaki@ga.toyo-eng.co.jp)

広浜誠也(インベンシスシステム㈱)/横山克己(㈱オメガシミュレーション)/栃木勝己(日本大学)
【発表方法および使用言語】
◇発表は口頭またはポスター 各セッションでの基調講演も予定されています

◇使用言語：英語
【募集論文の内容】

◇各種分離技術および応用分野に関するオリジナルな論文あるいはデータ

◇新技術や新プロセスの開発に関する未完あるいは萌芽的な研究・アイデア

◇企業における環境調和型プロセスの構築，省エネルギー，省資源化，操作の効率化などを目的とした製造技術の改良や開発

◇その他，既存技術のビジネスに関するものや，既報の論文をまとめなおした研究報告など

【参加費】

○本会正会員および法人会員：30,000円

○協賛団体会員：30,000円

○学 生：15,000円

○会員外：40,000円

○同時入会：35,000円（分離技術会　平成20年度年会費を含む）

※なお、発表申し込み後、後日ご案内予定の参加申込みを別途お願い致します。参加費はその際、指定口座に前納にてお振り込みをお願い申し上げます。

【論文発表の申し込み方法】

分離技術会ホームページをご覧の上、画面上の申込方法に沿って手続きをお願いいたします。
Home Page：http://www.sspej.gr.jp


会場のご案内

日本大学軽井沢研修所

〒389-0102長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢1052-1

TEL：0264-42-2401，FAX：0267-42-4862

    電車：東京駅から長野新幹線で63分

　　　　　JR軽井沢駅から徒歩20分

    車：　上信越自動車道碓井軽井沢I.C（駐車スペース 50台）
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